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島
根
の
麦
搗
き
歌
か
ら
思
う

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

〽
麦
搗
き
の
声
が
枯
れ
た
ぞ

歌
え
や
野
辺
の
ウ
グ
ユ
ス
（
鶯
）

ウ
グ
ユ
ス

ヤ
ー
レ

歌
え
や
野
辺
の

ウ
グ
ユ
ス

歌
い
手

金
崎
タ
ケ
さ
ん
・
昭
和
三
十
六
年
当
時
六
十
六
歳

こ
の
歌
を
う
か
が
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
の
八
月
二
十
一
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
当

時
、
島
根
県
文
化
財
専
門
委
員
（
現
島
根
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
だ
っ
た
牛
尾
三
千
夫
氏
、

国
立
音
楽
大
学
教
授
の
内
田
る
り
子
氏
、
早
稲
田
大
学
学
生
の
山
路
興
造
氏
と
一
緒
に
石
見
地
方

を
回
っ
て
い
た
お
り
、
偶
然
立
ち
寄
っ
た
家
で
、
歌
の
上
手
な
女
性
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
う
た
っ
て

い
た
だ
い
た
中
に
、
こ
の
珍
し
い
麦
搗
き
歌
が
あ
っ
た
。

牛
尾
氏
の
話
で
こ
の
歌
は
、
苗
取
り
歌
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
麦
搗
き
歌
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
女
性
は
、
こ
の
歌
を
「
麦
搗
き
歌
」
と
呼
ん
で
い
る
と
明
確
に
話
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
実
際
は
麦
搗
き
の
作
業
で
は
、
も
う
う
た
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
当

時
と
し
て
は
苗
取
り
歌
に
転
用
さ
れ
、
名
称
だ
け
は
以
前
の「
麦
搗
き
歌
」
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
現
在
。
機
械
化
の
関
係
で
苗
取
り
い
歌
も
う
た
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
は
そ
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
民
謡
で
多
く
聴
か
れ
る
近
世
民
謡
調
（
七
七
七
五
）
で

は
な
く
、
古
代
調
（
五
七
七
四
）
に
属
し
て
い
る
。

麦
搗
き
の
（
五
）
声
が
枯
れ
た
ぞ
（
七
）
歌
え
や
野
辺
の
（
七
）
ウ
グ
ユ
ス
（
四
）
で
あ
る
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
開
い
て
お
聴
き
い
た
だ
き
た
い
。
な
か
な
か
荘
重
で
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
島
根
県
立
古
代
歴
史
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
筆
者
が
提
供
し
た
資
料
を
登
載
し
て
い
る
の
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
作
る
こ
と
が
出
来
た
。
同
館
で
は
筆
者
の
島
根
県
の
資
料
を
民
謡
十
一
、
民
話
十
三
、

わ
ら
べ
歌
十
一
、
解
説
と
共
に
登
載
し
て
い
る
が
、
提
供
し
た
も
の
の
、
手
付
か
ず
で
未
登
載
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
ま
だ
民
謡
四
、
民
話
五
、
わ
ら
べ
歌
十
一
ば
か
り
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成
二
十

六
年
（
二
〇
一
四
）
の
こ
と
な
の
で
、
も
う
九
年
近
く
経
っ
た
。
行
政
の
怠
慢
で
専
門
の
担
当
者
が
配

置
さ
れ
て
い
な
い
の
に
理
由
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

無
形
民
俗
文
化
財
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
よ
く
な
い
が
、
県
を
相
手
に
し
て
不
愉
快
な
気

分
に
な
る
よ
り
は
、
以
前
、
勤
め
て
い
た
出
雲
か
ん
べ
の
里
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
載
し
、
関
心
の
あ
る

方
な
ら
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
と
筆
者
は
現
在
考
え
て
い
る
。

多
分
、
労
作
歌
（
麦
搗
き
歌
以
外
に
、
労
作
歌
と
し
て
は
、
臼
挽
き
歌
。
大
漁
歌
、
田
植
え
歌
、
苗

取
り
歌
、
鞴
歌
、
木
遣
り
歌
、
味
噌
搗
き
歌
、
紙
漉
き
歌
、
木
挽
き
歌
、
杜
氏
歌
、
地
搗
き
歌
な
ど
）

を
県
単
位
で
聴
け
る
よ
う
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ま
だ
ど
の
県
に
も
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
完
成
す
れ

ば
画
期
的
で
あ
り
、
同
時
に
出
雲
か
ん
べ
の
里
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
に
違
い
な
い
と
予
測
し
て
い
る
。

あ
と
二
回
は
出
雲
と
隠
岐
の
事
例
を
島
根
県
立
古
代
出
雲
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し
た

筆
者
の
事
例
か
ら
上
げ
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。


